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第9表　小鹿野銀行種類別預金の推移（期末現在） 単位：円
年度1当　座（％） 陣当座（％） 1定期（％） 振出手形（％） 預金手形（％） 別段（％） ?
難｛幸 1，482（29．5）
X，228（31．8）
2，322（46．2）
T，362（18．5）
1，195（23．8）
P4，381（49．5）
17（0．3）
T3（0．2）
5，028
Q9，024
33年｛‡ 9，907（40．5）
P2，853（39．5）
3，573（14．6）
T，609（17．2）
2，569（10．5）
Q，619（8．0）
8，425（34．2）
P1，482（35．3）
? 24，474
R2，564
36年｛‡ 9，367（43．6）
P6，971（52．0）
4，772（22．2）
S，537（13．9）
2，602（12．1）
S，203（12．9）
4，764（22．2）
U，930（21．2）
21，506
R2，642
・9年｛雫 14，390（46．2）
P7，852（34．7）
4，303（13．8）
P0，275（20．0）
9，017（28．9）
P4，ぎ64（27．9）
3，448（11．1）
W，917（17．3）
31，158
T1，410
・・年｛雫 14，435（28．8）
P9，930（30．5）
13，944（27．8）
P7，470（26．8）
16，166（32．3）
Q1，756（33．3）
5，568（11．1）
U，081（9．3）
50，114
U5，238
45年倖13，291（19．0）
Q4，837（24．3）
16，789（24．0）
Q8，956（28．3）
31，529（45．1）
R4，413（33．7）
8，282（11．8）
P4，035（13．7）
69，982
P02，242
〔備考〕（1）各期『小鹿野銀行営業報告書』により作成。
　　　（2）円以下切り捨て。
季節的金融の様相を呈している。一方、乙種当座預金は明治39年に1万円台に達し、以後預金総額の
約20％をしめ当座預金と共に小鹿野銀行の重要な資金源泉となった。ところが、明治42年頃からこの
両者に代わって定期預金が30～40％をしめるようになり、預金形態の中で最高の金額を示した。明治
後期における定期・乙種預金の増加は全国的趨勢でもあるが、以下資金源泉について詳細な分析を加
えることにしよう。
　　　（a）当座預金
　第10表は、明治33年下・37年下・38年上・45年上・下半期の5半期間に当座預金を行なった153名
のうち58名を持株数で類型化した表である。これによれば、預金者は当座預金の性格上その大多数は
商人であり、5類型全体に分布している。職種はさまざまであるが、なかでも糸繭商・蚕種製造・呉
服太物商等の繊維関係の商人は10人に及んでいる。預金残高は、1類型が少人数の割に高く、反面50
株以下（皿・皿・IV・V類型）の商人が多額の当座貸越を行なっている。明治45年上半期を例にとっ
てみると・貸越額の高いのは1類型〔小鹿野銀行頭取の加藤晋四郎（3，987円）〕、1類型〔蚕種製造
の加藤芳三郎（2，606円）・呉服太物商の加藤市三郎（6，485円）〕、皿類型〔糸繭商の浅見三七（3，115
円）・浦島清次郎（1，500円）・菓子製造の黒沢善吉（1，650円）〕、IV類型〔糸繭商の今井瀬蔵（1，100
円）〕、V類型〔改伸社（1万8，235円）・小鹿野銀行発起人の宮下米三郎（4，584円）・酒類製造の小出
銀次郎（1，400円）〕であり、養蚕・製糸に携わる商人、あるいは小鹿野銀行役員が顕著である。特
に、改伸社（同社長・加藤金三郎名義）の貸越額は明治37年下（9，865円）、同45年下（4万4，735円）
と当座預金者最高を記録し、全当座預金残高を相殺して余りあるほどになっている。これは、小鹿野
銀行と改伸社の関連性を強くあらわしているが、反面、銀行経営面からみれぽ明らかに不健全経営で
あり、後述の改伸社紛継事件によって小鹿野銀行が打撃をうける原因をこの点に内包していた。
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　以上のように、小鹿野銀行の資金調達上、当座預金は重要ではあったが、資金需要が増大すれぽ貸
越高も増加する所から、さらに確実な資金源泉を必要とした。
　　　（b）乙種当座預金
　かかる問題を解消するがために設けられたのが乙種当座預金である。この預金は明治31年下半期に
初めて設けられた。折しも、この時期の景況は「前期来諸物価騰貴ノ為メ預金ハ引出シー方二走リ
シヲ以テー時金融二閉塞ヲ来シ前途憂フヘキ姿勢ナリシカ当期主産タル糸繭ノ売買行ル・ト共二預金
ハ漸々増加シ僅二其調和ヲ得ツ・アリシカ其盛ナルニ及ソテハ全ク資金二不足ヲ告ケ第五回株金払込
結了ニモ拘バラス他店ヨリ為替尻借越ヲナシ漸ク其急ヲ充シタリ」1）という状況で、小鹿野銀行は日
清戦争後の物価騰貴と季節的資金需要によって運用資金の欠乏を来していた。そこで、営業性の強い
当座預金よりも貯蓄性のある乙種当座預金（定期預金ほどではない）を設けて資金需要を賄おうとし
たのである。したがって、乙種当座預金は当座貸越ができず、自己の預金限度内で借入を行わねばな
らなかった。預金者（第11表）は、前掲第10表の主要当座預金者とほとんど一致しないが、職業は商
人が大半をしめていた。しかし、乙種当座預金者のうち小鹿野銀行株主であるのは当座預金者の場合
と比較して少なく、持株数も20株以下の小株主が多く、預入金額にしても小額であった。例外とし
て、冨山永祐や肥土晴三郎のように1類型に属し当座預金口座を置いている者もいるが、かれらの乙
種当座預金の預入・借入額は当座預金の時に較べて著しく減少している。このように、当座預金者と
乙種当座預金者には階層性がみられるのは注目に値する。さらに、乙種当座預金には公金および貯蓄
組合の貯蓄金、あるいは講金が預金されているのも特微の1つである（第12表）。たとえば、明治42年
下半期には小鹿野町長田鴎唯一名義で小鹿野町公金948円、両神村・長若村の公金もそれぞれ401円・
526円が預金残高に残っている。また、金額は些少であるが小鹿野勤倹貯蓄金あるいは伊勢講・西武
正義講の講金も預金されていた。
　以上のように、小鹿野銀行では中小商人や公金を乙種当座預金に吸収し、当座預金の不足分を補充
して運用資金の確保に努めたのである。その結果、前掲第9表に示されるように乙種当座預金は明治
45年に当座預金を上回ることにもなった。ただし、その預金額は総貸金の10分の1程度であり、定期
預金に大きな比重をおかねぽならなかった。
　　　（c）定期預金
　第13表は、定期預金が増加し始めた明治39年の定期預金者（100円以上）を表わしたものである。こ
の表によると、100円以上の預金者は意外と少なく、上半期には全定期預金者27人中6人、下半期は
44人中15人であった。しかし、この預金者は全定期預金額の約90％（上半期）、約85％（下半期）に
及ぶ預金をしていた。職業は不明な者が大部分であるが、明治33年の預金者はすべて商業であり、39
年もほとんど商人と見なすことができよう。
　また、この表では示すことができなかったが、100円以下の預金者には家族名義（女性名義）が多
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第10表　小鹿野銀行の主要当座預金者および預金額の推移 単位：円
株数iM38 明治33年下半期 明治37年下半期 明治38年上半期 明治45年上半期 明治45年（大正元）下半期明治37年下貸上）に
謔髣ﾞ^
姓　　　名 職　　　業
預入㈹借入⑧㈹一⑬ 預入㈹ 借入③睡⑧ 預入購入⑧睡⑧ 預入嚇畑 ㈹一（B） 預入㈹借綱 （A）一⑬馨殿?
加　藤　晋四郎小鹿野銀行頭取 248 231 17 3，579 3，243361，1891，139 50 2214，208一3，9874905，059一4，569
50福　嶋　福　松 4，200 2，0002，200 200 200 0 1，300 1，050250??
肥　土　晴三郎 酒　　造　　業 4，7073，3621，3451，671 1，3003711，5391，355 1841，215 1，215 1，368 1，368?
冨山永祐（寛宥） （三田川村々長） 900 100 8001，100 1001，000 1，300400 9005，5501，2004，3508，350 3，8504，500
内　池　宗太郎 糸　　繭　　商 16，195 14，3351，8609，410 7，310 2，100 4，2802，580 1，7002，200810 1，3903，1902，840 350
加　藤　芳三郎蚕　種　製造 1，460895 5651，730 1，750一20 450500 一50 2502，856一2，6061，890 3，801一1，910
加　藤　市三郎 洋物・呉服太物商 2，0812，831一750 8302，515一1，6855702，210一1，640 6，485一6，4856，485 6，485 0
村　上　半四郎 呉服太物商 6，350 8，850 一2，500? 原　　　菊　蔵酒　　造　　業 1，162 1，1620 360360 0?
浅　見　権三郎 3，302 2，2021，1003，750 2，1001，6501，9001，000 900?
浅　見　四　郎 237一237 230 477一247?
田　鴫篤重郎農業（地主） 135 87 48 545 595一50 85 70 15 233 235 一2 292 112 1801，100
） 近藤　喜平太 316 314 2 574 619 一45 420 420 0 80 500 一420 7051pO35一3301，000
加　藤　金三郎改伸社々長 1，000一1，000 1，000一1，000
引　間　良　承 農業（地主） 1，654 一1，652561，051一7052，030 2，962｝931 2851，052一7671，9001，640 260
舟崎　国五郎 売　薬・薬種商 731 721 10 1，4201，834一4141，6751，839一16 1，6051，170 4352，1701，690 480
福　嶋　与作 320 320 03，9003，900 07，1502，2504，900
浅　見　三　七 糸　　繭　　商 15，88817，958 一2，070148，843 155，915一7，0721，0906，367一5，277 3，115一3，115 3，115 一3，115 3，000
浦　島　清次郎 〃 1，500一1，500 1，500－1，500 1，500一1，500 1，500一1，5001，500
小　池　音次郎 米穀・荒物・木Y・材木 1，770 1，7700 4，170 4，120501，3301，030 300 500
太　田　仲　吉 菓子製造・小売 1，170520 650 660310 350 905335 5701，370500 8701，920320 1，600?
小　松　治　作 〃 1，345745 600 950 650 3001，335645 7101，160530 630700450 250?
黒　沢　善　吉 菓子製造・穀荒物 1，000一1，000 1，000－1，0003201，970一1，650 1，800 一1，8001，100??
寺　田　喜四郎 糸　　繭　　商 4，968 4，8601085，1234，225 7982，1006001，500?
松　井　七兵衛 呉服太物商 945 945 0 600 300 3001，125 1，025100 750 750 0 1，4501，450 0
垣堺（小出）勘七 魚　　　　商 210 210 0 3，890 4，690一8003，6003，400 2001，5003，070一1，5701，6503，750一2，100500
堤　　　新　六 ? 840 640200 415360 55 49 925 一430 300 684一385 400
西　岡　辰次郎 （M26』～27．4） 1，2301，075 1551，120 870 2501，270650 6201，8501，565 2851，9001，640 260
南　　　亀三郎 三田川村々長 800 550 250 350250 100 625 610152，261，920 3401，530980 550
???
1鶴 見　桂三郎武毛銀行取締役 ?? 1　4 ? 1　4 4 0 1 1
今　井　瀬　蔵 糸　　繭　　商 1，3951，395 0 1，550 1，920一3701，8632，353一490 1001，200一1，100 1，100一1，100??
小鹿原　利三郎 塩　　魚　　商 407410 一3
1 逸　見　新三郎 500一500 300 800一500 90 890一800??
笠　原　九　蔵 9501，300一350 950 950 0 1，6201，280 3401，2901，650一3602，310 2，180130 600?
黒　沢　文　平 300 670一3701，2801，080 200350 900一550 5串0
和久井　伊之吉 1，600850 7501，700 600　11，1001，350700 6503，7542．551，200 3，9132，659 1，254
秋　山　久米吉糸
須　崎　佐十郎米
篠　田　幸四郎　　　〃
塚　本　寅　吉　　　〃
冨　田　定次郎
小　出　銀次郎
?????????????????????拙鵬???????????????
　繭　商6，7207，720－1，000
穀・荒物商　　643　643
685　　685
　　　〃　　　　　　385　　315
酒類製造・醤油
取次商
鞍鐘鶴’時・，…2，28・
魚類・乾物・茶商
茶　　　　　商　　　　250
（馬車発着所）　　60　560
旅館（小鹿野館）　　　1，110－1，110
古着商5201，346－826
医師1，2401，850－610
商　　　　　業
0　　2，020　　1，510
　　　690　　1，184
0　　2，900　　2，250
70　4，910　4，210
　　1，550　　1，550
　650　　2，830　　1，630
　　　　158　　308
－250　　　　　　　295
－500　　　　　　　780
　900
1，199
5，500　5，500　　　　0　19，735　29，600
2，694　2，500　　　　194　　　　545　　　　500
3，500　3，500　　　　　　0
59
510　　　760　1，060　　－300
一 9　　　　738　1，238　　－499
650　2，230　1，950　　　　280　1，150　1，100
700　1，900　1，700　　　　200
50　4，150　3，600550
1，000
　500
0　　　930　1，250　　－320　1，190　2，590　－1，400　5，370　5，940　　　－570　　　400
1，2 0　2，300　1，800　　　　500　　　500　　　450
一150　　　150　　　350　　－200
一295　　　500　　　500
－780
0
920　－920
　一900　1，000　1，000　　　　　0
－1，199　　　　　　　1，199－1，199
　50 1，400　1，400
250　　　－250　　　250　　　250
?
4，886　9，470　－4，584　1，606　6，584　－4，978
2，900　2，900　　　　　　0　3，200　1，700　　　1，500
295　　－295 295　　－295
一9，8652 ，55015，965　4，58520，50038，735－18，23516，00060，735－44，735
　　45　　86　　　　　　86
59　　59 59
320　　300 20
15
40
㈱1灘繕灘灘奮讐鷺鷹禦：小鹿野銀行『第18繍告書雌野町誌』（昭和51年）により作nte
0
154
1，200
??『??
第11表　主要乙種当座預金者（個人）および預金額の推移 単位　円
株数iM38下） 明治38年下半期 明治42年上半期 明治42年下半期 明治45年上半期
による
ﾞ型
姓　　　　名 職　　　　業
預入㈹ 借入（司 ㈹一（的 預入㈹ 借入⑧ い）一（B） 預入釧借畑 ㈹一⑧ 預入（A） 借入⑧ い）一⑧
1 斎藤　千代吉 呉服太物商 2，0082，005 3 2，3742，260 114 2，7581，908 850 2，600 2，468132
囎 冨山永祐（寛宥）?@土　晴三郎 （三田川村々長）?@　造　　業 350P73 350P73 413P73 413 　0P73 1，070@178 770 300P78
H 浅　見　権三郎 3，3001，7001，6003，750 1，9001，8502，900 400 2，500
礎） 柴崎禎七
?@間　良　承
国内通運店
_　業（地主）
576 576 576
P50 150
576
@0
新　　　重太郎 835 160 675 「
浅　見　吾　作 糸　　繭　　商 60 60 0
逸　見　顕　一 10 10 0 34 20 15
大　谷　与三郎 700 100 600?
小　松　芳三郎 350 300 50 400 200 200 530 280 250
（10株以上）
黒　沢三喜知 米　穀・木炭商 2，0001，600 400 900900 0
黒　沢　子之松 100 100 100 100 100 100
田　中　広蔵 4，290 2，790 1，5003，9603，960 0
守　屋　久米蔵 300 200100 1，2001，000 200 700 500 200
，
近　藤　和　七 650 300 350
加　藤　岩　子 133 90 43 33 33 47 47 56 56 0?
村　上　福三郎 洋　物・下駄商 136 136 0
（1株以上） 山　崎　東　吉 195 60 135 110 105 5 140 110 30 165 130 35
山　口　定　吉 545 120 425 725 205 520 1，420 70 1，350
高　橋　歓一郎 5，0002，500 2，500 2，500 2，5000
V 田　中　保重郎 2，500 2，0005004，750 4，250500
（糊 中　沢　醇　作?@野　益　蔵
酒　　造　　業
@　　〃
1，200
Q，114
1，100
Q，112
100
@1
2，050
P，426
1，835
P，420
215
@6
1，915
@206
1，615
@200
300
@6
1，405
@147
1，000
@140
405
@7
村上　喜蔵 呉服太物商 718 705 13 10，35210，303 47 914 914 0 4，2043，911 293
〔備考〕　（1）各期『小鹿野銀行乙種当座預金元帳』、小鹿野銀行『第19期営業報告書』、『小鹿野町誌』（昭和51年）により作成。
　　　（2）各期の金額には前期越高も含まれている。
　　　（3）円以下切り捨てのため計算が合わないところもある。
ー??
第12表　主要乙種当座預金者（団体）および預金額の推移 単位：円
明治38年下半期 明治42年上半期 明治42年下半期 明治45年上半期預　金　名　義　老
預入㈹ 借入⑧ ㈲一㈲ 預入㈲ 借入（B） （A）一（［ゆ 預入㈹ 借入⑧ い）一⑬ 預入㈹ 借入⑧ ㈲一（B）
??共同貯蓄会々長・逸見友一
ｬ鹿野勤倹貯蓄総代・田鴎策市
126 126 0
??
乙部　　　〃　　　　　〃 111 5 106 38 24 14 14 14 29 29 0
丙部　　　〃　　　　　〃 52 51 1 92 40 52
伊勢講々元・柴崎禎七 419 335 84 264 264 360 348 12
講 頼母子講幹事・山口鶴吉・新井富太郎 33 33
西武正義講幹事・村上喜蔵・加藤晋四郎 611 611 0
三田川村長・黒沢与三郎 580 580 0
小鹿野町長・田陽唯一（42号） 886 200 686686 686
〃　　　　〃　　（39号） 130 130 0
公 〃　　　　〃　　（38号） 13 ?「 0
〃　　　　〃　　（70号） 20 20 20 20 100 85 15
〃　　　　〃　　（71号） 132 132 242 242 665 665 0
〃　　　　　〃　　（丙121号） 468 400 68
両神村収入役・出浦佐源次 214 214 401 401 660 660
金 上吉田村小学校基本財産管理者・
上吉田村長　利根川譲 50 50 0
上吉田村収入役・町田秀作
長若村収入役・倉沢善作
350
526
345 　5
526
そ
の
他
上二丁目納税組長・菊池群二郎
三橋商店・出口音弥
物品貸付組合総代・野原八十八
村上醤油店・安孫子常太郎
帝国在郷軍人小鹿野分会長・石川寿三郎
933 933 0
33 33 0
7，941　　　7，030
1，300　　1，300
911
0
〔備考〕 （1）
（2）
（3）
各期『小鹿野銀行乙種当座預金元帳』（埼玉県文書館蔵）により作成。
各期の金額には前期越高も含まれている。
円以下切り捨てのため計算が合わないところもある。
第13表　小鹿野銀行主要定期預金者（100円以上）
明治39年上半期 同年下半期 備　　考姓　　　　名 住　　所 職　　　　業 金釧期間 金　額 期　間
太　　田　　仲　　吉
ｾ　　田　・ク　　ニ
ｬ鹿野貯金奨励会会長
ﾁ　　藤　　晋四郎
?y知一親権老
?@　土　　ク　　ニ
ｬ　　松　　治　　作
a久井　　伊之吉
y　　山　　永　　祐
氈@　島　　福　　松
R　　ロ　　オ　　ク
普@　沢　　種　　吉
ﾖ　　藤　　タ　　ケ
求@　原　　喜平次
蜍v保　　綱　　吉
普@　田　　伊　　作
ﾁ　　藤　　恒　　久
普@　沢　　ギ　　ソ
R　　中　　岩　　吉
V　　　　嘉　　蔵
ﾁ　　藤　　彰　　久
小鹿野町
@〃
@〃
ｺ吉田村
ｬ鹿野町
繼g田村
O田川村
@〃@〃ｬ鹿野町
@〃ｼ　神　村
ｬ鹿野町
O田川村
ｬ鹿野町
ｼ　神　村
ｬ鹿野町
O田川村
ｬ鹿野町
菓子製造・小売
@　〃
ﾙ子製造・小売
O田川村々長
110
P00
P，342
Q，671
k506
@130
1年
?????
600
P，185
P，650
Q，500
Q00
@300
@115
@100
@253
@200
@138
@127
@110
@267
@113
1年
??????????????
利率年8分5厘
?ｦ年8分5厘
〔備考〕　（1）小鹿野銀行『定期預金記入帳』（埼玉県文書館蔵）により作成。
　　　（2）利率は記載があるものを除いてすべて年7分。
　　　（3）円以下切り捨て。
く商家の主婦が余剰資金を定期預金として預入れたと考えられる。なお、預入期間は1年（明治33年
には6ヵ月も若干あった）であり、年7分の利率であった。ただし、冨山永祐（1，650円）や福島福
松（2，500円）のように預金額が多くなると年8分5厘に利率が上がっている例もある。
　以上の点から、定期預金は商人によって利用されていたことが明らかになったが・貯金組合も無視
できないほどの預金をしていた。第14表はそれを示している。すなわち、小鹿野貯金奨励会は明治36
年下半期以降定期預金を継続しており、その金額は明治36年下半期の389円から同45年上半期に至る
までに5，125円に増加し、総定期預金高の41．3％を占めた。また、上二丁目貯金組合は明治43年上半
期から定期預金を開始し、同45年までに約3倍の増加をしめした。このように・貯金組合は定期預金
の20～40％を占めており、小鹿野銀行の資金源泉においていかに重要であったかわかる。しかも貯金
組合を資金源泉に組入れる政策は小鹿野銀行役員により率先して行なわれていた。つまり・小鹿野貯
金奨励会々長は小鹿野銀行取締役頭取の加藤晋四郎であり、上二丁目貯金組合長は同行取締役兼支配
人の菊池群二郎であった。この2人の役員は、運用資金不足を解消すべく貯金組合を資金供給源とし
て考え、小鹿野貯金奨励会の名称の如く勤倹貯蓄を説いて毎月15～17日に一定の金額を貯金させ・そ
れを定期預金へ預入れたのである。秩父郡は埼玉県内で最も貯蓄緯合の活発な郡であり・明治24年に
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第14表　貯金組合の定期預金に占める割合（明治36年下～明治45年下）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円（カッコ内は％）
年　　度 小鹿野貯金ｧ励会
上二丁目
刹熨g合
小鹿野
?齟刹
組合?
原組貯金
g合? 　　金? の他? 人定期? 預金高
治36年下? 89（14．1）? 55（12．8）? ，024（73．1）?，768（100．0）
7年峠? 99（15．1）5
Q1（20．8）?
49（17．6）? ，333（67．3）1，986（79．2）?，981（100．0）2
C507（100．0）
8年｛幸? 01（9．4）776（12．6）? ，912（90．6）5
C383（87．4）?
，213（100．0）6
C159（100．0）
9年｛幸? ，342（20．9）1
C185（12，7）?
，086（79．1）8
C123（87．3）?
，428（100．0）9
C308（100．0）
・年峠? ，964（22．9）1，621（20．2）? 00（1．2）?
（0．1）?
，494（75．9）6
C405（79．7）?
，558（100．0）8
C033（100．0）
・年｛雫? ，346（27．3）2，864（26．2）? ，236（72．7）7
C534（68．9）?
，582（100．0）1
O，938（100．0）
2年峠?，937（34．2）3
C492（24．2）?
00（5．8）?2（0．3）? ，674（66．0）1
O，967（75．8）?
，593（100．0）1
S，459（100。0）
3年｛幸? ，570（40．2）4，160（25．2）?21（2．5）221（1．3）? ?
80（2．3）?6（0．2）?
，093（57．3）1
P，729（71．0）?
，889（100．0）1
U，526（100．0）
岬｛雫? ，397（36．3）4
C683（24．5）?
58（3．8）4
T7（2．4）?
0（0．4）? ，233（59．6）1
R，962（73，1）?
2，128（100．0）1
X，102（100．0）
・年峠? ，125（41．3）　
@666（2．8）?
07（5．7）7
O6（3．0）? 4（0．1）?
0（0．5）?3（0．5）? ，454（52．0）22，090（94．0）?2，409（100．0）2
R，496（100．0）
備考〕　小鹿野銀行『定期預金記入帳』（埼玉県文書館蔵）により作成。円以下切り捨て。
15表　会社・組合・（公共）団体による定期預金（明治31年1月～大正元年12月） 位　円
　称i預金者犠1町村名1金倒年月・1利息齢?間1備　　考
伸株式会簸 加齢三郎i両神村1・・…? 35．4．10?歩・釧・・月?
父郡　
O田川村々長?橋源三郎? 田川村?
09
R1
T01
O09
X?
35．9．26〃
R6．5．22〃
R7．5，25〃
R7。5．30〃
R7．5．30?
7分　
V　
V　
V　V?
ケ月1
@年　
V　
V　
V?
父郡　
S田川村々長?
沢与三副三田川村? ??? 42．4．14?　i〃?田川村罹災救助資金小w校基本財産積立金
父郡　
ｼ神村収入役?浦佐源治? 神村?
　355　100?36．11．25〃
S0．3．17?
6分5厘年
V分?
??
母子講幹事
長若村｝li　lii；｝ilii　i??
　　　　　　　　　l? ? ?
購買組合組長? 俣善平i両禰? 21明42．・．・8?? ?
吉・椒入役｝町田秀作? 吉田村? 80?43．12．19?　1〃?
吉田村村長? 島要司〃? 0?45．6．21?? ?
購屡人会1石川寿三郎?鹿野町? ・1明・4．・・7? ? 1?
尾青年農盛会陣国平三田川村 5　明45．4．5　　〃 〃
備考〕　小鹿野銀行『定期預金記入帳』（埼玉県文書館蔵）により作成。円以下切り捨て。
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は県内101の貯蓄組合のうち40が集中し、組合員も県内1万5，820人のうち6，019人が秩父郡に集中し
ていた2）ことを考えれば、小鹿野銀行の賢明の策であった。これに加えて、小鹿野銀行では会社・組
合・（公共）団体からも定期預金を吸収した（第15表）。その中には、改伸社が明治35年4月10日から
5，000円を3ヵ月間（日歩2銭）預金しているのもみられるが、改伸社はこの1件にとどまっており
一時的な預入と考えられる。一方、公金の預入は多く、三田川村・両神村・上吉田村の公金が明治期
を通して吸収されている。公金の内容については記載がないため不明であるが、明らかなものについ
て述べると明治42年4月14日に三田川村々長黒沢与三郎によって預金された500円は、三田川村罹災
救助資金と小学校基本財産積立金であった。
　以上、資金源泉について分析を加えてきた。その結果、小鹿野銀行では明治40年頃までは当座預金
を主たる資金源泉としていたが、資金不足に直面するや乙種当座預金や定期預金3）により資金確保に
努め、主として中小商人や貯金組合から資金を吸収したことが明らかになった。では、こうして蓄積
された資金は如何なる形態で運用されたか、つぎにみることにしよう。　　　　’
　　注
　1）　小鹿野銀行『第3期営業報告書』3頁。
　2）　「勤勉貯蓄組合状況定期報告」（埼玉県行政文書’『勧業部・農工商』、明治24年）。
　3）　明治40年代に入ると、小作争議の発生および有価証券の不安定（明治34年恐慌以降）により、地主が従来
　　　土地購入や有価証券投資に向けていた資金が定期預金に向けられたのも定期預金増加の一因である（朝倉
　　　孝吉『日本金融通史（1）一明治大正編一』132頁、昭和53年）。
　　（iv）　小鹿野銀行の資金運用
　第16表は貸金形態を表している。これによると、証書貸付が創業期から大きな比率（40～50％）を
占め、明治30年下半期の2万7，835円から同45年下半期までに5万4，211円と約2倍に増加した。しか
し、総貸金に対する比率は42．3％から27．4％へ低下し、かわって当座預金貸越が3，235円（6．7％）か
ら9万3，649円（47．3％）へ約29倍の急増を示した。これは、前掲第10表で実証されたように糸繭商・
呉服太物商などが1，000円を越える大口貸越をしたためで、小鹿野町商工業の発展と共に当座預金貸
越も増大したのである。同様に、割引手形も明治30年下半期の337円（0．7％）から同45年下半期まで
に2万8，900円と約86倍に増加した。
　以上、貸金形態の推移を概観したが、さらに詳細な検討を加えることにしよう。
　　　（a）貸付先の分析
　はじめに、担保別貸金の推移（第17表）からみると、明治30年代前半は商品担保が総貸金の約40～
50％、信用貸が約20～40％と高い比率を占め、ついで土地建物担保が約10～30％という推移を示して
いた。ところが、明治36年頃から商品担保が10％以下に減少し、その反面、土地建物が40％前後まで
増加し信用貸と共に主たる貸付担保品になった。この変化を第18表から追ってみよう。この表は、創
立時（明治29年11月）から30年6月に至る約7ヵ月間の担保付貸金の担保内容を示しているが、生糸
一274一
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第16表　小鹿野銀行種類別貸金の推移（期末現在） 単位　円（％）
証　書　貸　付 当座預金貸越 割　引　手　形 荷　　為　　替 他店への貸 合　　　　計年　　　　度
金　　　額（％） 金　　　額（％） 金　　　額（％） 金　　　額（％） 金　　　額（％） 金　　額（％）
明治・・年峠
　　33年｛k
　　36年峠
　　39年｛十
　　42年｛幸
　　45年峠
7，842（42．3）
27，835（57．7）
35，635（47．0）
53，075（51．7）
41，637（43．7）
30，047（29．1）
46，863（42．9）
39，271（28．2）
58，497（41．4）
49，458（30．6）
53，138（32．1）
54，211（27．4）
　940（　5．1）
3，235（　6．7）
12，699（16．8）
27，403（26．7）
34，650（36．3）
54，147（52。4）
47，362（43．3）
68，175（49．0）
55，334（39．1）
71，295（44，2）
79，287（47．9）
93，649（47．3）
　194（　1．0）
　337（　0．7）
1，338（1．8）
　198（　0．2）
6，020（6．3）
3，031（　2．9）
10，411（　9．5）
22，612（16．2）
23，694（16．8）
19，924（12．3）
22，980（13．9）
28，900（14．6）
6，750（14。0）
　200（0．3）
5，610（5．5）
1，680（　1．6）
9，579（51．6）
10，066（20．9）
25，912（34．2）
16，352（15．9）
13，058（13．7）
14，375（13．9）
4，635（4．2）
9，149（6。6）
3，832（　2．7）
20，739（12．8）
10，030（6．1）
21，354（10．7）
18，555（100．0）
48，223（100．0）
75，784（100．0）
102，638（100．0）
95，366（100．0）
103，280（100．0）
109，272（100．O）
139，207（100．0）
141，358（100．0）
161，416（100．0）
165，435（100．0）
198，114（100．0）
〔備考〕　（1）各期『小鹿野銀行営業報告書』により作成。
　　　（2）円以下切り捨て。
第17表　小鹿野銀行担保別貸金の推移（期末現在） 単位　円（％）
年　劇 公債証書 国債証券 障債券 株　　　　券 1商　副土地建物 信　　　　用 合　　　　計
明治・・年峠 272（3，1）
U15（2。0）
3，615（41．2）18，459（59．4） 　　940（10．7）
R，235（10．4）
3，955（45．0）
W，761（28．2）
8，782（100．0）
R1，070（100．0）
33年峠
?
1，580（3．3）
Q，331（2．9）
335（0．7）
Q60（0．3）
12，987（26．9）33，150（41．2）12，699（26．3）
Q7，403（34．2）
20，733（42．9）17，334（21．5）48，334（100．0）
W0，487（100．0）
36年峠 2，543（3．3）2，098（2．5） 9，150（12．0）U，251（7．4） 5，871（7．7）Q，215（2．6）32，913（43．1）R3，453（39，7）
25，810（33．8）40，176（47．7）76，288（100．0）
W4，194（100．0）
39年峠 6，336（6．7）R，722（3．5） 262（0．2）12，483（13．2）W，624（8．0）
7，580（8．0）9，720（9．0） 41，708（44．3）
R7，731（35．1）
26，118（27．7）47，376（44．1）94，226（100．0）107，446（100．0）
42年峠 2，010（1．8）P，802（1．5）
482（0．4）499（0．4） 10，713（9．4）
V，594（6．3）
13，508（11．9）
X，744（8．1）
56，973（50．1）
T3，035（43．9）
30，147（26．5）48，078（39。8）｝ll：llll｝88：8／
45年峠
?（??）?
790（0．6）550（0．4） 9，793（7，4）10，519（7．1） 4，610（3．5）6，172（4．2） 62，353（47．1）50，581（34．2）54，798（41．4）79，996（54．1）132，425（100．0）147，860（100．0）
〔備考〕（1）
　　　（2）
　　　　（3）
各期・『小鹿野銀行営業報告書』により作成。
ここで集計された貸金は証書貸付と当座預金貸越の合計であり、割引手形・荷為替・他店への貸は含まれていない。
円以下切り捨て。
第18表　小鹿野銀行の担保付貸金の貸出先と担保内容（明治29年11月～同30年6月）
姓名（M30上持株数）金額（件数） 担　　　　　　　　　　　　　　保
加　藤　和太郎（5） 3，865（18）生糸（128貫480匁）、小繭（21貫440匁）
出　浦　安太郎 6，770（44）〃　（208貫60匁）、畏斗糸（178貫520匁）、楮皮（128束）、秩父絹（16
疋）、桐木（3本）、黒柿（2本）
零秋　山　久米吉（15） 5，600（15）生糸（245貫280匁）
山　中　篤次郎 790（8） 〃　（25貫10匁）、キビソ（55貫）
斎　藤　金　吾 2，505（8）〃　（82貫55匁）
加　藤　冨太郎（40） 1，124（3）玉繭（228貫）、秩父縞（11疋）
黒　沢　子之松（10） 6，122（22）生糸（197貫400匁）、玉繭（36貫100匁）、小繭（3貫300匁）、浜質斗（57
貫688匁）
高　橋　孝　作 430（3）生糸（8貫600匁）、玄米（60俵）
黒　田　佐四郎 69（7）玉繭（18貫460匁）、秩父絹（4疋）
中　沢　家三郎 20（1）繭（4貫960匁）
寺　田　米　吉 140（1）浜髄斗（80貫）
加　藤　半　二（20） 1，050（4）生糸（33貫600匁）
滝　上　惣　作 88（3） 〃　（360匁）、小繭（15貫520匁）、浜慰斗（5貫280匁）
逸　見　新三郎（8） 426（4） 〃　（3貫200匁）、小繭（67貫800匁）
小　池　貞　作 10（1）木綿紺無地（10反）
黒　沢　峯　松 1，135（4）生糸（32貫）
千　島　栄　作 160（2） 〃　（8貫120匁）
中　田　和　市 300（3） 〃　（15貫320匁）
＊浦　島　清次郎（15） 1，220（5）〃　（36貫480匁）、本楮（90束）
大　塚　周　蔵 50（2） 〃　（2貫40匁）
＊黒　沢　道三郎（10） 1，370（10）〃　（43貫310匁）、小繭（18貫300匁）
新井　茂三郎（2） 563（5） 〃　（18貫150匁）、小繭（3貫200匁）
黒　沢　万五郎 86（2） 〃　（320匁）、小繭（21貫440匁）
　　　曜普@田　関三郎 ’60（2） 小繭（12貫400匁）
岩　崎　健五郎 130（1）生糸（7貫360匁）
中　野　喜平次 700（4）軍事公債証書（100円券8枚、50円券4枚）
島　田　太　重 190（2）生糸（10貫240匁）
新　井　愛　蔵 150（1） 〃　（5貫）
出　浦　そ　ふ 295（16）下駄（6，091足）、本楮（8束）、小楮（3束）、楮皮（5束）、杉（4分
板1，567枚）
小　池　茂　作 1，087（9）生糸（31貫540匁）、小繭（17貫800匁）、玄米（4俵）
浅　見　四　郎（20） 176（3）軍事公債証書（50円2枚）、秩父縞（15疋）、慰斗糸（1貫）
高　岸　豊　作 30（1）生糸（1貫300匁）
小　指　金太郎 63（3） 〃　（6貫40匁）
笠　原　九　蔵（5） 250（3） 〃　（9貫150匁）
町　田　宗太郎 50（1）軍事公債（100円券1枚）
浅見四郎・浅見恒吉 35（1） 〃　　（50円券1枚）
木　村　市　蔵 140（2）生糸（5貫500匁）
原　　　菊　蔵 330（2）軍事公債証書（100円券4枚）
田　中　広蔵（5） 810（5）生糸（28貫990匁）、秩父絹（20疋）
黒　沢　信　一（10） 745（7）秩父絹（113疋）、太縞織（13疋）
黒　沢　文　平（4） 1，200（5）軍事公債証書（100円券1枚、500円券1枚）、本楮（1，050束）
栗　原　友二郎 45（3）玉繭（7貫600匁）、小繭（3貫）、生絹（1疋）
一276一
福　島　イ　ソ（5） 100（1）玄米（30俵）
綱　野　抑　助 665（4）生糸（19貫520匁）、小繭（38貫）
菊　池　寅　八 15（1）小繭（2貫500匁）
高　橋　徳次郎 70（1）慰斗糸
茂　木　万　蔵 150（2）生糸（6貫200匁）
飯　嶋　豊次郎 4（1） 下駄
零内　池宗太郎（30） 300（1）生糸（10貫）
零寺　田　喜四郎（10） 595（8）生糸（8貫120匁）、秩父縞（45疋）、浜畏斗（31貫200匁）
嶋　田　源　吉 52（3）畏斗糸（2貫285匁）、秩父縞（4疋）
零浅　見　吾　作（7） 1，380（8）生糸（27貫500匁）、玉繭（55貫550匁）、小繭（4貫）、秩父縞（65疋）
新　井　種　蔵 533（15）葉煙草（1，007貫920匁）、刻煙草（60個）
江　原　新　吉 320（4）生糸（2貫960匁）、秩父絹（25疋）、生絹（25疋）、浜畏斗糸（13貫）
浅香　善　吉 400（1） 〃　（16貫425匁）
浅　見　冨　吉 19（1） 〃　（610匁）
加　藤　金三郎（20） 5，500（2）〃　（142貫440匁）（20個）
原　嶋　伊太郎 366（3）槻木車胴（80俵）
田　嶋　衛　之 65（1）生糸（2貫150匁）
堀　口　豊　作 30（1） 〃　（1貫350匁）
関　口　清三郎 80（1）軍事公債証書（100円券1枚）
原　田　亀　吉 70（2）生糸（2貫600匁）
寧浅　見　甚三郎 90（1） 〃　（2貫950匁）
逸　見　升　吉 25（1）秩父絹（6疋）　　　　　　　　　　　、
加　嶋　釣太郎 70（1） 〃　（9疋）、双子（1疋）
山　中　正　作 98（2）秩父縞（15疋）、質斗糸（1貫）
斎　藤　吾　作 25（3）50銭銀貨（44個）、2分金（9個）
宮　下　米三郎（1） 250（1）秩父縞（50疋）
大　木　政　吉 30（2） 〃　（6疋）
近　藤　弥　作 20（2） 〃　（4疋）
中　野　益　蔵 30（1）軍事公債（50円券1枚）
〔備考）　（1）小鹿野銀行『抵当品記入帳（明治29年11月～同30年6月）』（埼玉県文書館蔵）、小鹿野銀行『第2
　　　　　回営業報告書』により作成。円以下切り捨て。
　　　　（2）同じ担保で貸金を何回かくり返している者もいるが、金額・担保ともそのまま計算した。
　　　　（3）生糸については、貫と斤の表示があったが、1斤＝160匁として計算し貫に統一した。
　　　　（4）　＊印がついている者は、小鹿野町在住の糸繭商である。
担保が162件（51．9％）、4万224円（79．5％）で群を抜いている。また、他の担保品をみても質斗糸・
繭類・織物などの蚕糸・織物関係品で占められており、30年代前半の商品担保品は生糸類が主軸にな
っていたことは明白である。さらに、貸出先の動向をみると大口借入者には小鹿野町の糸繭商（秋山
久米吉・浦島清次郎・黒沢道三郎など）が含まれており、糸繭商が生糸担保によって資金を調達して
いたことがわかる。また、加藤金三郎が生糸142貫440匁と20個（1個＝9貫）で5，500円を借入して
いるが、この生糸は改伸社のものと考えられる。これらの分析から、大口借入者は小鹿野銀行持株数
では中小株主の糸繭商、小口借入者は蚕糸・織物業に従事する零細農民であった。かれらは、個人差
もあるが貫当り20～30円を借入できた。貸出期間は短期で1～2日、大部分は2～3ヵ月で長期でも
6ヵ月程度であった。このように、商品担保貸出は概して短期であったがため、フローでみないと実
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際の金額をとらえられない面もある。したがって、前掲第17表の期末残高よりはかなりの商品担保貸
出があったと考えられるが、総貸金に対する比率が低下していることは否定できない。おそらく、小
鹿野銀行では設立目的に掲げたように生糸商人・養蚕農民に対する融資を目的としながらも、商品担
保による危険（生糸相場の下落による担保価値の低下など）を回避するために土地建物あるいは信用
貸など比較的安全な資金運用に転換していったのであろう。これは、商品担保による貸出金の返済状
況が悪く、短期資金にもかかわらず一度入れた抵当を二重抵当・三重抵当にして負債の返済に当てて
いる状況からも商品担保は危険性を含んでおり、かかる点から養蚕農民に対する貸金にしても不動産
第19表　小鹿野銀行の貸出先（明治33年～大正2年）
借用刈住　所金額担保品期　限利　息保証人
島田吉太郎 児玉郡児玉町
　　円
U，230生糸185貫590匁M33．10．15～｝@　　　12．15日歩3銭5厘 ナ　　　　シ
福田友一郎
上吉田村大字
繼g田100番n 180信用 M35．12．22～@　　36．6．30日歩4銭 ナ　　　　シ
武政　良作
児玉郡本庄町486番地
500土地建物伯狽P0株券5枚
M37，1．29～，
@　　　7。25日歩3銭8厘
小鹿野町大字小鹿
?@茂田井常吉
新井六太郎 大宮町184番n 800刻煙草W0匁造50個入50箱M38．4．26～@　　　6．20　　　　　　， 日歩4銭 下小鹿野@鷹　啄　秀三郎
堀口福次郎 大宮町大字大{189番地 750
刻煙草大砲印
P00匁造50個入30箱
M38．5．2～
@　　　6．25日歩4銭 同　　　上
加島　桂作
両神村大字薄32番地
1，450上繭正84貫200匁M40．9．20～@　　　10．30日歩3銭5厘 ナ　　　　シ
加島　桂作
両神村大字薄32番地
310繭19貫700匁 M40．10．1～@　　　11．15日歩3銭5厘 ナ　　　　シ
田嶋　梅蔵 小鹿野町大字ｬ鹿野57番地 900
小繭15個
ｳ量61貫400匁
M40．12．31～
@　　41．1．31日歩4銭
小鹿野53番地
@竹　内　長　蔵
久保　兼蔵
両神村大字薄378番地
65
??????????
M41．6．27～
@　　　12．15日歩4銭
同上62番地
@出　浦　治恵吉
田嶋　梅蔵 1こ懇劃・・ 小繭5貫300匁 M41．6．30～@　　　8．20日歩4銭 ナ　　　　シ
久保　定市
両神村大字薄424番地
60
改伸株式会社株券5枚 M44．12．20～
@　45．6．25日歩4銭 ナ　　　　シ
小林　彦三
日野沢村大字
纉坙??T5番n 50
改伸株式会社株券5枚 M45．4．24～
@　　　8．20日歩4銭
大字小鹿野
@小　松　芳三郎
相沢藤四郎
両神村大字薄60番地
207
改伸株式会社株券16枚 M45．6．28～
@　　　12．20日歩3銭5厘
大字薄52番地
@内　藤　能　吉
江原　新吉 小鹿野町大字ｬ鹿野13番地 60
??????????
M45．6．30～
@　　　7．30日歩4銭 ナ　　　　シ
加藤金三郎
両神村大字薄72番地
1，600
武毛銀行株券40株
ｼ武商工銀行株券5株券1枚 Tl．12．27～
@　　2．10，30日歩3銭 ナ　　　　シ
犬木　寿作 三田川村大字ﾑ田80番地 150
改伸株式会社株券15枚 T1．12．20～
@　　2．6．15日歩4銭
大字小鹿野63番地
@千　島　五三郎
〔備考〕　小鹿野銀行「借用証綴」（埼玉県文書館蔵）により作成。
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あるいは保証人を付けて融資するに至ったと思われる。
　つぎに、明治30・40年代の貸付先分析に移りたいが、この時期の「貸金元帳」・「貸金記入帳」は散
逸しているため、わずかながら残存する「借用証書」によってその一端を桓間みることにする．（第19
表）。この表によれぽ、貸付地域は小鹿野町・両神村・大宮町が中心となっている。担保品は先にみ
た生糸・繭類もみられるが、明治41年以降、改伸社株券を担保として借入するケースが増えている。
これは、改伸社所属組合員が組合を通さずに小鹿野銀行から直接に資金融資を受けていたことを示す
事例として興味深い。しかし、明治45年には60円借入するために額面50円の株券6枚を必要としてお
り、明治40年代末には改伸社の信用が失堕していたことを裏づけている。ただし、改伸社の経営が順
調であった明治30年代には高い担保評価がされ、貸出件数もかなりあったと思われる。いずれにして
も、明治期における小鹿野銀行の貸出は、地場産業である生糸・織物類を主軸に展開されたことは以
上の分析で明らかになった。
　　　（b）割引手形およびその他の手形業務
　割引手形の推移は第20表に示したが、明治30年代前半は手形枚数・金額ともに少なく、割引手形は
ほとんど利用されていなかった。しかし、30年代後半以降手形枚数は100枚を越え、半期に6～8万
円が割引されるに至った。この推移を、第21・22表により詳細に分析してみよう。
　まず、明治30年代初期の様相（第21表）をみると、他所・当所ともに大部分の手形振出人は柿原万
蔵・大森喜右工門といった秩父織物の二大買継商によって独占されている。一方、割引依頼人は浦嶋
清次郎・寺田喜四郎などの小鹿野町周辺の糸繭商であり、1件につき100円以内の割引を依頼してい
第20表　割引手形の推移
当　　　　　　　　所 他　　　　　　　　所　　　1
年　　　度 枚　数降　額・枚当り金額 枚　　　数　　金　　　額 1枚当り1金額
明癬｛‡?????16@3@5
P8
U4
R3
P35
R81
P78
Q34
W2
P08
1，141円
@305
P，938
R，268
P5，791
P4，393
R2，614
VL862
U1，180
U3，521
U2，380
W3，640
71円
P02
R88
P82
Q47
S36
Q42
P89
R44
Q71　　1
V61
V74
??????　139円
@993
@166
P，070
T，000
@　0
@　0
@　0
@　0
@　0
@　0
@　0
　　【@70円
P臼9
@55
@535
Q，500
@　●
@　笛????
〔備考〕　（1）各期『小鹿野銀行営業報告書』により作成。
　　　（2）手形は全て約束手形。但し、明治33年下半期附よ他所割引手形で為替手形（1枚、400円）および
　　　　小切手（2枚、16b円）’がある。
　　　（3）円以下切り拾て。　　　　　　　　　　　　、　　　　　　．　　　　　．　　　一
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第21表　割引手形の推移（1）（明治30年上半期～同31年上半期）
種 明治30年上半期 明治30年下半期 明治31年上半期”
類
割引依頼人 割引金
z（円）
手形
≒ 支　払　人 委託先又ﾍ売渡先齢1繍支　払　人 委託先又ﾍ売渡先灘1謝支　払　人 委託先又ﾍ売渡先
浦　嶋　清次郎 90 1 柿　原　万　蔵 秩父銀行
寺　田　喜四郎 49 1 〃 217 3 柿　原　万　蔵 中井銀行
他 高　橋　徳次郎 93 1 柿　原　万　蔵
所 篠　田　房　吉 79 1 〃 中井銀行
割 田　中　広三 484 1 〃 〃?
黒　沢　信　一 337 2 〃 〃?
古　沢　為之助 270 1 柿　原　万　蔵 中井銀行
形 山　田　武　次 3，676 8 〃 〃
篠　田　喜　平 33 1 〃 〃
柿　原　小三郎 495 1 〃 秩父銀行
岩　田　彦太郎 45 1 柿　原　万　蔵
新　井　茂三郎 25 1 浅　見　吾　作
浅香　善　吉 42
　　菊池群二郎　383?
所
????
手
形
????????橋　徳二郎
田　喜四郎
田　嶋　蔵
嶋　清次郎
嶋　釣太郎
沢信　一
田　房吉
崎仙　吉
篠　田　喜平
山　田　武　次
75
161
128
217
65
1　大森喜右工門
　柿原万蔵（5??
蔵
???????????
??????
?
太冨藤
?
??????????????
秩父銀行
30
275
1加藤　冨太郎
2大森喜右工門
300
96
???
165
990
4　田　中　広三
1柿　原　万蔵
2　大森喜右工門
1　　　　　〃
・奨轟暴畷B
2　柿　原　万　蔵
〔備考〕　小鹿野銀行『割引手形記入帳』（埼玉県文書館蔵）により作成。円以下切り捨て。
第22表　割引手形の推移（2）
明治37年上半期 明治37年下半期 明治43年下半期
割引依頼人 割引金額圃支払人 割引鋼綱支払人 割引鋼畷支払人
村　上　喜　三
_　田　時　次
a@橋　徳次郎
轣@嶋　五三郎
ﾁ　藤　市三郎
吹@政　良　作
ｺ　上　福三郎
ｼ　田　常次郎
e　池　群二郎
ｬ鹿原　忍三郎
普@沢倉　吉
V　井　六太郎
ｼ　田　嶋　三
?@屋　準　次
坙?ｴ　儀　平
ﾂ　田　幸四郎
ｪ　岸　茂　吉
i　田　米　三
ﾂ　葉　鷲　三
普@沢　真　之
ﾁ　藤　冨太郎
a@橋　太郎吉
c　中　保十郎
ｺ　上　福三郎
ｪ　木　銀　作
O　野　嘉平太
a@橋　亀　次
ｪ　田　新一郎
｡　井　仲十郎
　700@202@189
@3，000@800
@1，800
@100
i他所）500
@1，955
@150@450
@　50@1，000
???????村上半四郎
@〃@〃逑?@クラ
ﾁ藤晋四郎
ｼ村佐吉（2）
舞?P吉（2）
?ｩ綻一郎
}間　茂平
ｬ出銀次郎（2）
????????）?????????????????????
99
R，000
T00
Q，420
@60
V00
S88
@29
R05
P，300
P，250
R00
P50
T50
@55
村上半四郎
逑?@クラ
舞?P作
?????????（????????）??????????????????????????????????????????????????
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@〃@〃@〃　〔備考〕（1）小鹿野銀行『割引手形元帳』（埼玉県文書館蔵）により作成。円以下切り捨て。
　　　　（2）手形はすべて約束手形。
る。この点から、糸繭商は機屋（＝農民）から秩父織物を買入れると共に原料代金を差引いた代金を
支払い、その織物を買継商へ売込み約束手形で決済させ、この手形を小鹿野銀行で割引いたのであ
る。つぎに、明治30年代中期から40年代にかけての状況（第22表）をみると、手形振出人が30年代初
頭とはかなり異なってきている。すなわち、柿原万蔵や大森喜工門が姿を消し、かわって小鹿野町の
村上半四郎（呉服太物商）が主たる手形振出人になっている。また、30年代初頭には割引手形が織物
取引のみに利用されていたが、この時期には醸造業・薬種業など小鹿野町商工業全般にわたって普及
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第23表　荷為替手形の推移
各地へ向ケタル分 各地ヨリ受ケタル分年　　　度
枚　数　　金　　　額 1枚当リ金額 枚数1金　額　・枚当・金額
贈年｛‡
ｱ・
w39年｛‡1
?????????　2，560円
P90，595
@4，747
P03，380
@5，600
U0，282
@　830
@3，930
@　　0　　，
@　　0
@1，965
P0，959
　853円
R，403
@475
P，175
@800
P，137
@415
@786
U5』
P，096
???????　　0円
@　0
@　0
R，230
@　0
P4，760
P，450
@800
@　0
@　0
@　0
@　0
　　円
P，615
P，476
P，450
@800
〔備考〕　（1）各期『小鹿野銀行営業報告書』により作成。
　　　（2）円以下切り捨て。　　　　　　　　　　　，
してきた。醸造業の黒沢善吉、薬種商の舟崎国五郎が手形振出人になっているのはそれを示してい
る。ただし、明治43年下半期には村上半四郎が5万9，230円の約束手形を振出しており、明治期を通
じて織物取引において割引手形が最も活発に利用された。そして、柿原・大森の手形振出が皆無にな
ったことは、明治35年頃までに秩父郡内の織物買継商の利用する銀行力；：柿原（西武商工銀行）・大森
（秩父銀行）・村上（小鹿野銀行）に分化したからにほかならない。
　つぎに、荷為替手形を分析してみると、期末残高では明治30年代後半にゼロになっていた（前掲第
16表）が、フローでみると第23表の如くである。この表で気づく点はで荷為替取組金額は上半期より，
も下半期の方が圧倒的に高く、季節金融的色彩を濃厚にしている点である。荷為替取組金額の最も高
y・のは、明治30年下半期の19万595円で手形1枚当り金額も3，403円と高額であった。また、明治33年
歪半期に至る4下半期はいずれも10万円以上の取組が行なわれた。しかし、この時期をピークに取組
金高は低下し、37年下半期の4万7，770円を最後に、その後は1万円台かそれ以下になってしまった。
ヒの点の詳細な分析は資料散逸のためできないが、前述の「株式会社小鹿野銀行発起二関スル調査」
によれぽ、荷為替を必要としていたのは改伸社がその筆頭と考えられるから、明治40年代に経営悪化
に陥った改伸社が荷為替取組を減少させたためと思われる。
　以上、小鹿野銀行の資金運用について検討してきたが、製糸金融を主軸として資金が融資されてい
たことが明らかになった。なかでも、改伸社はその中心的存在であった。そこで、小鹿野銀行は改伸
社に対し如何なる製糸金融を展開したか、つぎにみることにしよう。
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3．小鹿野銀行と改伸社
　　（且）改伸社の営業状態と小鹿野銀行の製糸金融
　まず、改伸社の収支状態を分析して営業状態を確認してみたい。
　収入（第24表）では、生糸売上金がその大半を占め、明治34年度の59万8，246円から同37年度まで
に約2倍の100万2，069円へ増加した。ただし、明治36年度は83万3，271円の生糸売上高を示したも
のの2万4，727円の純損金を計上した。これは、生糸相場の下落に依るもので、この年は生糸相場が
「十二月初旬迄殆ソト三ケ月間ノ長キ営業上肝要ノ時期二於テ下落ノー方二傾キ終二最高価ヨリ壱百
五拾円ノ下落ヲ見ルニ至」1）った。この生糸相場の下落は、改伸社の経営に多少なりの打撃を加えた
が、総じて言えぽ、改伸社の経営は明治39年度に至るまで順調であった。ところが、大正元年度には
生糸売上高が43万5，839円まで減少してしまった。明治40～44年度の推移は資料散逸のため不明だが、
明治40年代には群馬県から碓氷社・甘楽社の進出が活発化し、改伸社所属の揚返所が漸次この両者の
所属に移っていることから、この時期に揚返しによる座繰製糸の限界が露呈したものと思われる。
　っぎに、支出（第25表）に目を転ずると、組合員に対する生糸代支払が大半を占めている。注目す
第24表　改伸株式会社収入内容の推移 単位：円
収入内容 明治34年度 明治35年度 明治36年度 明治37年度 明治38年度 明治39年度 大正元年度
生糸売上金 598，246786，105833，271，002，069884，581，077，755435，839
末売却生糸価格 28，876 1，685 55 39，279 13，797
雑　　収　　入 2，461 6，482 9，852 24，107 34，656 27，719 13，575
純　　損　　金 24，727 ? 18，146
合　　　計 629，584794，278867，9071，065，455919，2381，119，272467，561
〔備考〕　（1）改伸株式会社・各期『営業報告書』により作成。
　　　（2）大正元年度の生糸売上金にはデニール糸売上金をも含む。円以下切り捨て。
第25表　改伸株式会社支出内容の推移 単位：円
支　出　内　容 i明治34鞭陣35鞭1明治36年度明治37年度陣38鞭明治39年度i大正元鞭
生糸代支払総額 488，078613，334693，457 788，047707，712851，186363，687
合同販売内渡金 50，834 84，943 93，926 185，783150，848 144，338 59，918
合同販売精算割渡金 5，612 6，826 3，387
問屋口銭及商館人費 9，567 12，529 13，353 27，063
利息・括糸・帯紙・
保険料・電信料・問 8，039 8，444 15，375 7，488 11，322 10，220
屋払ノ分
諸　　　　　　費 16，312 39，679 48，403 54，577 31，191 33，605 29，961
役　員　賞与金 1，600 1，425 1，130 1，130 3，485
純　　　益　　　金 30，532 27，094 28，229 1，290 66，219
そ　　　の　　　他 19，006 198 9，117 3，772
合　　　　　計 629，584794，278867，9071，065，455919，2381，119，272467，561
〔備考〕（1）改伸株式会社・各期『営業報告書』により作成。
　　　（2）円以下切り捨て。
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べきは、合同販売内渡金と合同販売精算割渡金である。前者は、特約揚場・製糸家が改伸社に生糸を
売却した際、年度末の決算を待たずに内渡される代金（＝貸金）であり、内渡金には内渡の日より決
算日までの利子が徴収された2）。後者は、「売上金高ノ内ヨリ製糸一貫匁二付金六拾五銭ノ範囲内二於
テ費用ヲ控除シ仕切糸合同糸トモ売上ノ成績ニヨリ原価二割戻」3）される決算後の精算金である。特
に、前者は明治34年度の5万834円から同37年度までに18万5，783円に増加しており、改伸社の合同販
売が順調に運営され、改伸社から組合員に対して再生産のための資金が貸与されていたことを示して
いる。また、支出項目には「問屋口銭及商館人費」が設けられており、改伸社でも横浜売込問屋を介
在して生糸が売込まれた。
　以上のように、改伸社では明治39年度までは安定経営を続けていた。純益金が毎年かなりの金額出
ていることは、それを物語っている。ただし、改伸社の安定はあくまで揚返しによる座繰製糸が生糸
市場で競争できる間の条件つき安定であった。
　っぎに、改伸社の資産内容（第26表）についてみると、改伸社が所有した株式は製糸関係では同伸
合資会社、銀行は秩父銀行・小鹿野銀行・武毛銀行の3行であった。同伸合資会社へは明治34年から
115円の出資をしており、同42年には250円まで増加している4）。この会社は、周知の如く生糸直輸出
を目的として設立されているが、明治29年の統計によれぽ秩父糸は「皆米国向キナレトモ十中ノ九分
ハ横浜商館二於テ売却シ只其一分ヲ米国二直売ス」5）と述べられており、改伸社の座繰糸はその一部
が同伸合資会社を通して米国に直輸出されていた。銀行関係では、まず秩父銀行（362円）を所有し、
っいで明治39年に武毛銀行（374円）、同42年下半期から小鹿野銀行（820円）を所有した。改伸社と
最も闘連深い小鹿野銀行の株式所有が最も遅れたのは、改伸社々員と小鹿野銀行株主が重複している
ため改伸社としては積極的に株式を所有しなかったと考えられる。改伸社の座繰製糸業経営と関連し
て興味深忌・のは「揚枠調整（製造）費貸付」である。この貸付金は、毎年2～5千円程度で金額的に
は必ずしも高くないが、座繰製糸の命綱ともいうぺき揚枠の調製・製造費を目的として、特約揚場へ
年賦貸付されていたことは、改伸社が粗精濫造防止のために何よりも揚返技術を重視していたことを
示している。
　「預ケ金及貸付金」も改伸社の金融状況を把握する上で無視できない。まず、両者の性格について
述ぺると、改伸社『第3回報告書（明治36年度）』は次のように記している。すなわち、「当社金融緩慢
ノ時季ニアリテハ可成製糸家ノ便宜ヲ謀ルヲ目的トシ春季中養蚕資金及桑園肥料購入資トシテ会社資
金ノ大半ヲ貸与シ其余ハ地方銀行又ハ横浜原渋沢ノ両店へ預ケ金トナシ製糸開業当時二至リ徐々回収
シ且横浜両店及地方有力老ヨリ借入ヲナシ専ラ金融ノ円滑ヲ謀リ……（第5頁）」と述べられている如
く、貸付金とは製糸家に対する養蚕資金・桑園肥料を目的とした貸金であり、預ケ金とは会社資金の
うち貸付金を除いた資金の預入で、預入機関には地方銀行あるいは原・渋沢の両売込問屋が利用され
た。とこで、「預ヶ金及貸付金」の推移をみると、明治34年度の9万8，209円から同39年には25万6，753
円と約2．6倍に増え、全資産に対一L24．7％から48．7％と大幅な増加を示した。ただ、この金額の増加
が預ケ金と貸付金のどちらの増加に依るものなのか不明である。もちろん、改伸社経営上の観点から
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第26表改伸株式会社資産内容 単位：円（％）
資　　産　　内　　容 明治34年度 明治35年度 明治36年度 明治37年度 明治38年度 明治39年度 大正元年度
同伸合資会社資金 115 115 115 115 115 115
秩　父　銀　行　株　式 362 362 362 362 362 362 412
小鹿野銀行株式 820
武　毛　銀　行　株　式 374 374
国　　庫　　債　　券 4，064（0．9）6，064（1．4）6，864（1．3） 980（0．2）
土　地　及　動　産　物 2，420（0．6）2，420（0．5）2，985（0．7） 6，706（1．3）1，393（2．2）
家　　屋　　土　　蔵 1，668（0．4）2，240（0．5） 6，256（1．4）6，256（1．4）6，256（1．5）6，256（1．2）6，256（1．2）
営　　業　　什　　器 508（0．1） 508（0．1） 964（0．2） 964（0．2） 964（0．2） 964（0．2） 964（0．2）
揚枠調整（製造）費貸付 2，392（0．6）5，504（1．3） 5，406（1．2）4，893（1．1）4，261（1．0）3，441（0．6）1，139（0．2）
預ケ金及貸付金 98，209（24．7）149，604（34．5）162，454（37．2）160，932（35．3）170，569（39．7）256，753（48．7） 141，924（27．8）
生　　　　　　　　　糸 28，876（7．3）1，689（0．4） 55 39，279（8．6） 11，472（2．2）
未　　払　込　　株　　金 262，500（66．0）262，500（60．6）227，500（52．2）227，500（49．9）227，500（53．0）227，500（43．2）192，500（37．7）
現　　金　　在　　高 2，940（0．7）10，979（2．5）5，905（1．4）8，743（1．9）10，504（2．4）3，745（0．7）
純　　　　損　　　　金 24，727（5．7） 18，146（3．6）
そ　　　　の　　　　他 135，814（26．6）
合　　　　　　　計 397，572（100．0） 433，504（100．0）36，167（100．0） 455，531（100．0）429，584（100．0）526，881（100．0） 510，728（100．0）
1
〔備考〕（1）改伸株式会社・各期『営業報告書』により作成。
　　（2）円以下切り捨て。
第27表改伸社の貸金内容（～大正2年7月）
氏　　　　　名 住　　　　所 貸　　付N月日
証書額面
i入金額） 附晴利息 利息割合 保　証　人
加　藤　右　内外3人秩父郡大滝村 明40．1．102 0円（100）円10円60銭日歩4銭
山　中　常次郎〃3人 〃　　　　〃 〃41．1．7150〃（50）〃23円92銭〃　　　〃
高　野　近太郎〃1人 〃　白川村 〃43．11．25400〃（10）〃71円46銭〃　3銭5厘磯田忠作
大　野　巴生雄〃1人 〃　不明 〃43．12．28200〃 73円68銭〃　4銭
宮　原　友一郎〃18人 〃　三田川村 〃44．1．20 200〃 16円84銭〃　　　〃 高橋金吾外2人
高　橋　数　作〃1人 〃　　　　〃 〃44．12．230〃 1円98銭〃　　　〃
犬　木　常　吉 〃45．2．82 0〃（100）〃37円2銭〃3銭5厘
野　原　万　吉 〃　小鹿野町 〃45．2．720〃 2円87銭〃4銭
猪　野　建次郎〃19人 〃　三田川村 〃45．2．9220〃 45円14銭〃　　　〃 猪野浜太郎外2人
戸　沢　元　吉〃1人
〃｝　　長若村　　両神村
〃45．5．640〃 6円82銭〃　　　〃
黒　沢　善　作〃4人 群馬県多野郡中里村 大1．11．27150〃 13円26銭〃　　　〃
小　沢　施治見 秩父郡両神村 〃　1．12．715〃 1円27銭〃　　　〃 浅見権作
山　中　初　蔵〃2人 〃　白川村 〃　2．2．1300〃 18円60銭〃　　　〃
中　村　愛　作 〃　両神村 〃　2．1．120〃 1円40銭〃　　　〃 中村新蔵
磯田伴右工門〃1人 〃　大滝村 〃2．3．56〃 2円79銭〃　　　〃
板　倉　嘉平次〃1人 〃　長若村 〃　2．3．2057〃 2円46銭〃　　　〃
浅　見　梅　吉〃18人群馬県多野郡美原村 〃　2．3．1350〃 17円78銭〃　　　〃 木村才十郎外2人
黒　沢　綱五郎〃50人秩父郡三田川村 〃　2．2．2300〃 18円48銭〃　　　〃 黒沢源作外2人
〔備考〕　「債権譲渡ノ証」（改伸株式会社取締役社長発小鹿野銀行宛）、「改伸株式会社ヨリ譲渡ヲ受ケタル債権
　　　　明細帳」（ともに埼玉県文書館蔵）により作成。
みれぽ、遊休資本を預ケ金とするよりも貸付金として投下したほうが利潤率は有利であり、また、改
伸社組合員にとっても養蚕資金を必要としでいたから、貸付金に相当の金額が向けられたと思われ
る。ところで、その貸付先の全貌はわからないカく改伸社が紛転事件により小鹿野銀行へ債権譲渡し
た際の資料からその一端をみることができる。第27表がそれである。この表によれぽ、改伸社の貸出
先は秩父郡を中心に群馬県多野郡まで及び、ほとんどは連名貸出であった。たとえぽ、大正2年2月
2日には三田川村の黒沢綱五郎外50名に対して300円が貸出されており、揚返所単位で貸付が行なわ
れていた。借入者の階層性は、養蚕農家が主軸で改伸社の持株数が1株（50円）程度の中小農家であ
った。貸付金額は15円から400円とさまざまだが、200円前後が最も多く、必要に応じて保証人を付け
ていた。なお、貸出利率は最低日歩3銭5厘、最高日歩4銭で全体として後者が主流であった。後述
の如く、小鹿野銀行から改伸社に対する貸出利率は日歩2銭4厘～2銭8厘が多く、低い時には日歩
1銭8・9厘であったことを考えれぽ、改伸社では日歩1銭以上の利鞘をかせいでいたことになる。
また、かかる貸金形態からいえぽ特約揚返所（組合）を媒介として地主・小作関係が生ずることも有
り得るが、この点の分析は別の機会にゆずりたい。
　以上のように、改伸社では貸付活動を行なっていたが、改伸社が独自の資金源泉を運用して貸付活
動を展開するのは不可能であり、売込問屋あるいは地方銀行の借入金に大きく依存していた。改伸社
の負債（第28表）に占める借入金の額が、明治34年度以降急増し、同39年度には10万1，308円に達し
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第28表改伸株式会社負債内容 単位：円（％）
負　　債　　内　　容 i明治34年度 明治35年劇 明治36年度 明治37年度 明治38年度 明治39鞭i大正元年度
資　　　　　本　　　　金 350，000（88．0）350，000（80．7）350，000（80。2） 350，000（76．8） 350，000（81．5）350，000（66．4）350，000（68．5）
株式申込額面以上ノ分積立金 315 315 315 315 315 315 315
規　　定　　積　　立　　金 3，053（0．7）5，763（1．3） 5，763（1．3）8，585（2．0） 8，713（1．6）22，221（4．4）
配　当　準　備　積立金 9，279（2．1）17，213（3．9） 17，213（3．8）6，211（1．4）
借　　　　　入　　　　金 16，724（4．2）43，762（10．1） 62，875（14．4） 54，007（11．8） 63，181（14．7）101，30 （19．2） 138，175（27，1）
純　　　　　益　　　　　金 30，532（7．7）27，094（6．3） 28，229（6。2）1，290（0．3）66，219（12．6）
未　　済　　配　　当　　金 2 15 16
そ　　　　　の　　　　　他 309
合　　　　　　　　計 397，592（100．0）433，504（100．0） 436，167（100．0） 455，531（100．0）429，584（100．0）　　　　印 526，881（100．0） 510，728（100．0）
〔備考〕（1）改伸株式会社・各期『営業報告書』により作成。
　　　（2）円以下切り捨て。
第29表　売込問屋の貸出利率（生糸）．
変更年月日（以降） ? 歩
明治34年5月16日
　　35年6月1日
　　　　10月15日
　　36年2月1日
　　38年6月20日
　　43年6月1日
　　44年12月20日
大正元年10月15日
　　　　12月10日
．3銭8厘
3〃5〃
3〃3〃
2〃9〃
3〃
2〃5〃
2〃8〃
3〃
3〃3〃
〔備考〕　大日本蚕糸会編『日本蚕糸業史』
　　　　第2巻、500頁による。
第30表　改伸社の小鹿野銀行当座預金貸越利率
契　　約　　日 日　　歩 貸越限度額
一明治34年11月1日 3銭 3，000
22日 〃 5，000
　　　　　　　　　冒E　　　37年11月1日　　　　　電 〃
16日 2銭8厘
38年1月5日 1〃8〃
45年1月1日 1〃9〃
7月1日 2〃4〃
大正元年8月1日 2〃6〃
11月1日 2〃4〃
2年1月1日 2〃7〃
〔備考〕　小鹿野銀行「当座預金貸越約定書」および各期『小
　　　鹿野銀行当座預金元帳』（ともに埼玉県文書館蔵）に
　　　　より作成。
第1図小鹿野銀行の改伸社に対する当座預金貸越（各月末）
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〔備考〕（1）小鹿野銀行「当座預金貸越計算表」（埼玉県文書館蔵）により作成。
　　　　（2）円以下切り捨て。
ていることをみても、借入金が改伸社の貸付活動を支えていたことを示している。では、改伸社では
売込問屋と地方銀行のどちらにウェイトをおいて借入金を調達していたのか。明治38年度『第5回報
告書』によれぽ、「養蚕資金桑園肥料購入資貸付金モ回収兎角遷延シ生糸荷物ノ堆積等ノ為メー時金
融逼迫ナリシモ横浜三問屋ヨリ多額ノ借入ヲナシ専ラ製糸家ノ便宜ヲ謀ル（第5～6頁）」と述べら
れ、横浜売込問屋（茂木・渋沢・原）から多額の借入を受けている様子がわかる。しかし、売込問屋
の前貸利率（第29表）と小鹿野銀行の当座預金貸越利率（第30表）を比較してみると、小鹿野銀行で
は売込問屋以上の資金を改伸社に貸出しているように思われる。すなわち、売込問屋の協定貸出利率
は、明治34年以降日歩2銭8厘から3銭8厘の間を上下していたが、改伸社と小鹿野銀行が結んだ当
座預金貸越契約によれぽ、明治34年11月22日に日歩3銭で貸越限度額も5，000円に拡大されたのをは
じめに、その後は日歩1銭8厘から3銭の間で資金が貸出されている。つまり、売込問屋と小鹿野銀
行の貸出利率を比較すると、後者が日歩3厘から1銭程度低いのである。しかも、第1図に示したよ
うに、改伸社では明治35年11月に2万6，000円の貸越をし、それ以降も毎年9～2月頃までの資金需
要の激しい時期には多額の貸越を記録した。特に、明治41年8月以降はすべて小鹿野銀行の貸勘定と
なり、明治45年12月には4万4，735円を貸越するに至った。このように、小鹿野銀行は改伸社に対し
低利率で経営上の便宜をあたえていたが・これが可能であったのは前貸金融簿造と関連がある。つま
り、横浜売込問屋とて特定の銀行（原商店と第二銀行、茂木商店と横浜第七十四銀行・茂木銀行、渋
沢商店と第一銀行支店、小野商店と三井銀行支店）と結びあって資金を調達しており、この資金を地
方製糸家に前掲29表の利率で貸出すことで利鞘をかせいでいた。具体例をあげると、渋沢商店は、明
治45（1912）年6、7月に150万円程度の“原資金”を、日歩2銭8厘で製糸家へ前貸している、と
報告されているが（東京高商「生糸金融調査」）、同店は、同年6、．7月に第一銀行横浜支店から、
“資金口”として153万円を、日歩1銭9厘で借用しているのである6）。この点を考慮に入れると、
小鹿野銀行が地方産業育成の見地から、低い貸出利率で改伸社に資金を融資することは充分可能であ
り、それは小鹿野銀行の存立にもつながることであった。
　このように、売込問屋も改伸社に対し多額の資金を供給したと思われるが、小鹿野銀行ではそれ以
上、いわぽ「機関銀行」として「不健全経営」までして改伸社に便宜を加えたのである。しかし、そ
の反面、小鹿野銀行の「不健全経営」は、改伸社が衰退するに及んで大きな打撃を被ることになっ
た。
　　（ii）改伸社紛紙事件と小鹿野銀行の打撃
　全国でも有数の座繰製糸組合として知られた改伸社であるが、明治40年代には経営も悪化しつっあ
ったのに加え、大正2年には改伸社紛転事件が発覚した。ここで、事件の経過を追ってみると、この
事件は大正2年に改伸社の諸帳簿を調査したことから始まる。すなわち、明治45年度（明治45年4月
1日～大正2年3月末日）を調査したところ、横浜売込問屋から改伸社々長へ支払った金円を社長が
改伸社へ受入していないもの、あるいは売込問屋が支払をしていないにもかかわらず改伸社へ受入が
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第31表　改伸社々長の不明金内訳 単位：円
茂 木 商　　　店 渋 沢 商　　　店
年　月　日 問屋より社長ﾌ領収金額
領収金の内会
ﾐへ受入金額差引受入s　足　金 年　月　日
問屋より社長
ﾌ領収金額
領収金の内会
ﾐへ受入金額差引受入s　足　金
明44．8．25 18，000 15，0003，000 明44，3．28 8，500 2，000 6，500
9．9 2，200 0 5，200 5．11 4，000 0 10，500
11．30 3，000 0 8，200 8．8 5，000 0 15，500
45．2．3 0 5，000 3，200 9．26 8，000 0 23，500
3．28 7，700 0 10，900 10．18 3，000 0 26，500
大元．9．17 11，000 4，000 17，900 11．30 15，000 0 41，500
2．2．20 0 7，000 10，900 45．2．21 4，000 0 45，500
2．21 0 5，000 5，900 5．30 2，500 0 48，000
6．6 0 5，000 43，000
大元．10．6 9，200 5，200 47，000
2．2．27 2，000 0 49，000
〔備考〕　「債権整理方法関係書類（改伸社発小鹿野銀行宛）」（埼玉県文書館蔵）により作成。
あるものが数口発見された。その差引金は6，200円に及び、大正2年4月15日現在で8，545門96銭7厘
の不足金が発見された。そこで、明治44年度の帳簿も引続いて調査すると、売込問屋から社長が領収
した金額を改伸社へ受入していないのは4万8，700円に達しており、この不明金に対し社長は監査役
に問屋預金として処理させ定時株主総会を通過させていたことが明らかになった7）。この不明金の内
訳は、第31表に示したが、茂木・渋沢商店からの不明金が多く、特に渋沢商店からは大正2年2月27
日現在4万9，000円に及んだ。この事態を重くみた改伸社では、大正2年4日23・29日に臨時株主総
会を開き、宮前藤＋郎・伊古田豊三郎・新井市三郎・田鴎唯一・新井彦三郎・加藤富太郎の6人が仲
裁者（検査役）として調停にあたることになった。
　以上が事件の発端であるが、この事件の経過について『埼玉新報』は数度にわたって報道してい
る。まず、大正2年5月7日には「改伸社紛擾解決」と題し、この事件は前述の仲裁者により「円満
に解決し以前の如く営業を継続することになりしが郡産業界の為極めて喜ぶべき事と云ふべし」と報
じた。しかし、その10日後の5月17日には「改伸社紛擾調停」と題し、改伸社は解散する方針がうち
出され、この方針に反対する下吉田村の石川貞蔵（医師で改伸社に1万4千円の預金があり、筆頭株
主）8）が3月23日の債権者総会で述べた発言が掲載されている。その内容は「本紛擾は地方産業上に
大なる影響を与へ延いては経済状態の変動を来たし憂ふべき状態に陥いると共に折角外国に迄其名を
知られたる改伸社を斯の如き僅少の問題にて破産せしむるか又は解散せしむるは実に苦々敷次第なり
余は改伸社の継続を切に希望す就ては余の預金に対しては二割引にして残額の交附を得ぽ宜し」とい
うものである。この見解は、地方産業重視の観点から改伸社の解散に反対しているかの感をあたえる
が、実は何らかの感情的問題があったようで、5月27日の「改伸社累々落着」では「石川氏は従来感
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こん　ご情の問題は潔く解けて郡是を慮る誠意的調停者の要求を容る1・・ことXなりたれば今前は対銀行問題の
みなりjと報じている。このように、事件調停には多少の紆余曲折があったものの、6月10日には
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第32表　改伸社紛転事件の整理方法 単位：円
資　　　　　　　　産 負　　　　　　　　債
収入項目1金　劉（％） 負債項目［金　劉（％）
内田恭太郎・同台太郎出金
ﾄ査役
?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
44，078
Q，500
Q，700
X，800
P，606
@980
Q，300
T，341
P，000
P1，353
T7，433
P39，095
（31．7）
i1．8）
i1．9）
i7．0）
i1．2）
i0．7）
i1．7）
i3．8）
i0．7）
i8．2）
i41．3）
i100．0）
小　　鹿　　野　　銀　　行
吹@　毛　　　銀　　行
＝@　父　　銀　　行
逡?O鰹朋共同販売未払金i整　　　　理　　　　費
@　　計⑧
31，235
Q4，100
P9，000
V，274
T6，566
P0，000
S，145
P52，321
（20．5）
i15．8）
i12．5）
i4．8）
i37．1）
i6．6）
i2．7）
i100．0）
い）一（B）＝－13，228
〔備考〕　（1）「債権整理方法関係書類（改伸社発小鹿野銀行宛）」（埼玉県文書館蔵）により作成。
　　　（2）円以下切り捨てのため各項の合計は一致しない。
「改伸社紛擾問題解決」として「本月一日を以て合同販売割渡金全部金八千七百円余を支払ひ同月四
日小鹿野町越後屋旅舎ヘー般債権者を集めて親しく調停条件の承諾書に実印を押捺せしめ以て応諾を
公表せる」に至った。そして、6月14日には株主総会が開かれ、調停は円満解決を告げた。なお、こ
の総会についても『埼玉新報』では、6月14・17日の両日にわたり「改伸社紛擾後の総会」として報
道を行なっている。
　さて、この株主総会の結果、改伸社では「改伸株式会社検査報告書」9）が発表され、事件の整理方
法も決定した（第32表）。これによると、負債では地元3銀行からの借入金が高額であり、小鹿野・武
毛・秩父の3銀行から7万4，335円の借入金が存在することが明らかになった。この内訳は、小鹿野
（3万1，235円）、武毛（2万4，100円）、秩父（1万9，000円）となっており、改伸社と密接であった
小鹿野銀行は当然のこと、武毛・秩父の両行からも小鹿野銀行に匹敵するほど高額な借入金が存在し
た。この点は、秩父地方の諸銀行が如何に積極的な製糸金融を展開していたか知ることができる。一
方、個人からの借入金（地方借入金）は、支店負債が7，274円、本店負債が5万6，566円、合計6万
3，840円に及んでいる。この個人負債の内容は不明だが、借入先は小鹿野町近辺の有力商人および地
主であり、彼らの融資額の一部は小鹿野銀行をはじめとする地方銀行からの借入金で賄われたと考え
られる。いずれにしても、個人借入金が地方銀行からの借入金と匹敵することは驚くべきことであ
り、かかる点に地元産業に対する秩父地方の有力商人・地主の関心の高さを窺える。
　ところで、売込問屋からの借入金はどうかといえぽ、原合名会社から2，712円16銭を借入している
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にすぎず、これは時効が成立して負債から除外されている10）。茂木・渋沢の両売込問屋からの借入金
については全く記載がなく、売込問屋はこの事件で何ら打撃を受けなかったとしか考えられない。こ
れは何故なのか。
　まず、考えられるのは、改伸社では借入金を売込問屋より地方銀行に大きく依存し、金額的には地
方銀行の方が高額であったのではないか、ということである。すなわち、前述の如く、小鹿野銀行の
貸出利率は売込問屋より低利であったことは、改伸社をして借入金の大半を小鹿野銀行に依存させ、
不足分は秩父・武毛銀行あるいは売込問屋から調達したのではなかろうか。しかし、これが妥当する
と仮定しても売込問屋が何ら打撃を被らなかったのには疑問が残る。おそらく、売込問屋では明治30
年代には改伸社に原資金を供給していたが、40年代には少額か、あるいはほとんど供給を止めたので
はなかろうか。これは、売込問屋側の座繰製糸の需要低下、換言すれぽ、器械製糸の需要増加による
改伸社の重要性の低下という所に原因があるように思える。つまり、前掲第1表に示したように、大
正2年には全国製糸生産高のうち座繰糸63万6千貫に対し器械糸は285万1千貫に及び、全国的に座
繰製糸から器械製糸への移行が進展している。また、埼玉県内では、群馬県の碓氷社・甘楽社が積極
的な進出を図り、明治43年以降、各組合の工場に繰糸機械を備付け組合員をして各自の産繭を工場に
持寄り、工場及び機械の利用を以て繰糸を合わせ、製品は従来の通り、その販売を組合に委託す方法
に改められた11）。従って、明治43年において揚返所数では改伸社（96）、甘楽社（34）、碓氷社（32）
と改伸社の優位は続いているものの、取扱生糸量では改伸社（7，706貫）、甘楽社（1万3，503貫）、碓
氷社（1万806貫）12）と実質的には衰退の様相を示し出している。かかる趨勢の中で、売込問屋では揚
返しによる座繰製糸の購入に消極的になり、原資金の貸出も極力おさえたのではなかろうか。その結
果、売込問屋は改伸社紛紙事件で何ら打撃を受けなかったと思われる。しかし、地元に存立する地方
銀行は存立基盤が改伸社にかかっている以上、容易な転換は不可能であった。それぽかりか、売込問
屋の原資金がストップされたと思う明治43年以降は、前掲第1図に示された如く、その不足分を補う
かのように改伸社の小鹿野銀行に対する当座貸越額は増大しているのである。以上のように、改伸社
紛転事件によって地元3銀行が打撃を受けたのは、地方産業に存立基盤を置く地方銀行の宿命であっ
た、といっても過言ではあるまい。
　さて、地元3銀行・個人に対する保証は、銀行借入金にっいては1割（7，433円50銭）、個人借入金
は2割（1万2，225円73銭）が減額され、残高は大正2年6月’15日に個人2割・銀行3割、　9月30日
に個人3割・銀行3割、12月25日に個人5割・銀行4割に分割されて償還する方法がとられた13）。そ
して、この償還金には改伸社役員による出金、銀行株式、債権等が当てられた（前掲32表）。かくし
て、明治18年から存続してきた改伸社は、座繰製糸の衰退14）と共にその名を消すことになった。
　　注
　1）　改伸株式会社『第3回報告書』4頁。
　2）、3）　改伸株式会社「合同販売取扱規程」（『埼玉県蚕糸業史』333頁、所収）。
　4）　石井寛治『日本蚕糸業史分析』226頁、昭和47年。
　5）　「明治29年分輸出重要品要覧編纂材料」（埼玉県行政文書『農務部・統計（明治29年）』）所収。
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6）石井寛治「生糸の流通」110－111頁（古島・安藤編r流通史皿』、昭和50年、所収）。
7）「債権整理方法関係書類（改伸社発小鹿野銀行宛）」（大正2年4月15日、埼玉県文書館蔵）。
8）　石川貞蔵は明治40年4月現在2株しか所有していなかったのが大正2年には筆領株主になっており、かか
　　る点に彼の感情的問題があったのかもしれない。
9）、10）、13）「改伸株式会社検査報告書」（大正2年6月14日、埼玉県文書館蔵）。
11）、12）　前掲『埼玉県蚕糸業史』343、336頁。
14）　碓氷社顧問の萩原錬太郎は改伸社の衰退について、「思うに組織上の結果自然妓に至しものに非ざるか」
　　と述べ、器械化の遅れを暗に指摘している（碓水社『社報（大正3年1月3日）』26－27頁、埼玉県立浦和
　　図書館蔵）。
むすびにかえて
　秩父座繰製糸地帯に存立する小鹿野銀行は、製糸組合「改伸社」に対し不健全ともいえる融資を行
ない改伸社の経営を支えてきた。そのためには、秩父地方で活発だった勤勉貯蓄組合の貯蓄金を定期
預金に吸収して資金源泉の確保にも努めた。かかる小鹿野銀行の融資政策は、改伸社を全国的に有数
の座繰製糸組合に成長させた大きな要因であった。その反面、小鹿野銀行の融資政策は改伸社の破綻
によって大きな打撃を受ける要素も内包していた。すなわち、改伸社の紛伝事件が発生しなかったと
しても、座繰製糸から器械製糸への転換が進展するにつれ改伸社の衰退は免れない以上、改伸社への
過剰融資は小鹿野銀行の経営破綻に直結する運命にあった、といえる。そういう意味で、横浜売込問
屋は明治30年代には相当の原資金を改伸社に融資していたが、明治40年代には融資を停止し、改伸社
紛紙事件によって何ら打撃を被らなかった6生糸市場に精通した売込問屋からでこそ先を予測するこ
とが可能であったのだろう。しかし、地方産業と密接に結びっいている地方銀行では、他産業あるい
は他県産業へ存立基盤を転換することは容易でなかった。それぼかりか、小鹿野銀行では売込問屋の
融資が停止した改伸社に対し、明治43年以降、過大な融資を展開しているのである。これらの点か
ら、小鹿野銀行は改伸社と運命を共にする立場にあった、といえよう。換言すれぽ、明治期の地方銀
行は地方産業の「機関銀行」として機能するならぽ、地方産業の盛衰による影響を直接うけてしまう
立場にあった。小鹿野銀行と改伸社の事例は、そうした地方産業と地方銀行の相関関係を如実に示し
ている。
　ところで、大正2年に破綻した改伸社は、同年12月28日に「産業組合設立許可申請書」1）が提出さ
れ、大正3年3月16日に設立許可が下りた2）。大正3年4月7日に出された「産業組合設立登記済御
届」3）によれぽ、名称は有限責任改進信用販売購売生産組合とし、目的は「組合員ノ生産二必要ナル
資金ヲ底利ニテ貸シ又組合員ノ農事及ヒ生計二必要ナル物ヲ販売シ要求二応ジ共同購入ヲ行ヒ又ハ組
合員ノ生産物二加工シ又ハ加工セズシテ共同販売ヲナス等其ノ他生産二関スル事業ヲ経営スルコト」
におかれた。組合員は改伸社から引き継がれており、養蚕資金の貸与・生糸の共同販売を主たる目的
に設立された、と思われる。
　さて、このように改伸社は産業組合に改組されたが、小鹿野銀行では改進信用販売購売生産組合に
対し如何なる対応をしめすであろうか。また、明治後期から大正期にかけて埼玉県内に進出した碓氷
一293一
社・甘楽社との関連はどうなのか。こうした大正期における小鹿野銀行の預金・貸出政策について
は、別稿で分析を試みる予定である。
　　注
　1）　「産業組合設立許可申請書（大正2年12月28日）」（埼玉県行政文書『商工務部・産業組合（大正2年）』）。
　2）「産業組合設立許可之件（大正3年3月16日）」（埼玉県行政文書『商工務部・産業組合（大正3年）』）。
　3）「産業組合設立登記済御届（大正3年4月7B）」（埼玉県行政文書『商工務部・産業組合（大正3年）』）。
一294一
